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近
代
日
本
研
究
第
四
十
一
巻
（
二
〇
二
四
年
度
）

特
集

近
代
日
本
の
地
域
社
会
・
業
界
と
慶
應
義
塾
―
―
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
視
点
か
ら
―
―

特
集
に
あ
た
っ
て

中

西

聡

慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
よ
り
セ
ン
タ
ー
内
研
究
会
と
し
て
、「
近
代
日
本
の
慶
應
義

塾
と
ロ
ー
カ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
」
を
開
始
し
た
。『
近
代
日
本
研
究
』
第
四
一
巻
の
特
集
は
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
が
、
そ

の
趣
旨
を
は
じ
め
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

慶
應
義
塾
が
近
代
日
本
社
会
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
人
材
の
活
動
を
地
域
社

会
や
特
定
業
界
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
上
記
の
セ
ン
タ
ー
内
研
究
会
の
目
的
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
慶
應
義
塾
出
身
者
の

組
織
で
あ
る
三
田
会
が
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
局
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
三
田
会
は
主
に
地
域
別
・
業

種
別
に
活
動
さ
れ
て
き
た
。
本
セ
ン
タ
ー
内
研
究
会
で
は
、
こ
う
し
た
三
田
会
の
歴
史
的
源
流
を
探
る
と
と
も
に
近
代
日
本
の
高

等
教
育
機
関
が
地
域
社
会
の
近
代
化
・
産
業
化
に
果
た
し
た
役
割
を
も
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
む
ろ
ん
、
慶
應
義
塾

が
、
国
家
的
規
模
で
活
動
す
る
財
閥
系
企
業
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
が
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
（
1
）

る
が
、
福
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沢
諭
吉
は
、
他
方
で
、
地
域
社
会
の
振
興
に
も
深
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
両
者
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
点
は
、
中
西
聡
の
特
集
論
文
の
ま
と
め
で
再
論
す
る
が
、
特
集
に
あ
た
っ
て
福
沢
諭
吉
の
地
域
社
会
観
を
確
認
し
て
お
く
。

史
料
1

福
沢
諭
吉
の
演
説
（
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
六
月
、
三
田
演
説
会
に
て
と
（
2
）

推
定
）

（
前
略
）
資
産
あ
る
身
分
に
て
且
つ
は
文
明
の
学
問
を
磨
き
得
た
る
人
な
れ
ば
、
そ
の
郷
里
に
は
お
の
れ
の
学
問
を
実
業

に
応
用
す
べ
き
の
余
地
あ
り
資
本
あ
り
、
前
途
の
希
望
ま
た
確
実
の
こ
と
な
れ
ば
、
そ
の
学
問
の
成
就
次
第
、
大
東
京
の
学

問
を
携
帰
し
て
そ
の
郷
土
に
事
業
の
地
を
求
む
る
こ
そ
、
こ
の
人
に
取
り
無
上
の
上
策
な
れ
。（
中
略
）
一
朝
帰
郷
の
暁
に

は
、
そ
の
徳
望
信
用
な
る
者
が
、
も
っ
て
事
業
の
地
を
作
る
に
足
る
べ
し
。（
後
略
）

福
沢
諭
吉
は
、
慶
應
義
塾
内
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
三
田
演
説
会
で
た
び
た
び
演
説
を
行
う
が
、
そ
の
な
か
で
明
確
に
地
域

社
会
の
振
興
に
つ
い
て
触
れ
た
の
が
一
八
八
三
年
六
月
の
演
説
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
福
沢
は
、
地
方
資
産
家
の
子
弟
が
慶
應
義

塾
に
学
び
、
卒
業
後
は
郷
里
に
戻
っ
て
慶
應
義
塾
で
の
学
び
を
実
業
の
世
界
に
応
用
し
て
、
郷
里
で
新
た
な
事
業
を
興
す
こ
と
を

推
奨
す
る
。
慶
應
義
塾
入
塾
者
の
士
族
と
平
民
の
割
合
を
見
（
3
）

る
と
、
一
八
七
四
年
は
七
〇
％
と
二
九
％
、
七
六
年
は
六
五
％
と
三

四
％
、
七
八
年
は
六
一
％
と
三
八
％
、
八
〇
年
は
四
七
％
と
五
一
％
、
八
二
年
は
四
二
％
と
五
七
％
と
八
〇
年
以
降
は
平
民
の
割

合
が
士
族
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
入
塾
者
の
出
身
地
の
分
布
を
、
一
八
六
三
年
〜
八
二
年
の
二
〇
年
間
と
八
三
年
〜
九

七
年
五
月
の
約
一
五
年
間
の
合
計
で
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
と
、
五
畿
内
が
三
・
四
％
と
四
・
八
％
、
東
海
道
が
二
八
・
八
％
と
三

九
・
四
％
、
東
山
道
が
一
五
・
三
％
と
一
七
・
〇
％
、
北
陸
道
が
八
・
〇
％
と
七
・
一
％
、
山
陰
道
が
三
・
一
％
と
二
・
四
％
、

山
陽
道
が
八
・
九
％
と
六
・
二
％
、
南
海
道
が
一
二
・
七
％
と
五
・
七
％
、
西
海
道
が
一
九
・
〇
％
と
一
一
・
七
％
、
北
海
道
が

2



〇
・
七
％
と
二
四
・
五
％
で
あ
っ
た
。
士
族
の
多
か
っ
た
八
二
年
ま
で
は
、
長
岡
藩
・
金
沢
藩
・
福
井
藩
の
あ
る
北
陸
道
、
萩
藩

の
あ
る
山
陽
道
、
和
歌
山
藩
・
高
知
藩
の
あ
る
南
海
道
、
中
津
藩
・
熊
本
藩
の
あ
る
西
海
道
な
ど
、
大
藩
の
あ
る
地
域
か
ら
の
入

塾
者
が
多
か
っ
た
が
、
八
三
年
以
降
は
、
比
較
的
各
地
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
入
塾
者
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
地
方
出
身
の
平
民

塾
生
が
卒
業
後
も
交
流
を
深
め
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、
商
業
俱
楽
部
が
一
八
九
二
年
に
設
立
さ
れ
、
設
立
の
際
に
、
福
沢
諭
吉

は
次
の
よ
う
な
演
説
を
行
っ
て
い
る
。

史
料
2

福
沢
諭
吉
の
演
説
（
一
八
九
二
年
一
一
月
、
慶
應
義
塾
商
業
俱
楽
部
（
4
）

に
て
）

こ
の
商
業
俱
楽
部
は
世
間
に
知
る
者
な
け
れ
ど
も
、
本
塾
学
生
の
中
に
て
各
地
方
農
商
の
子
弟
が
、
在
塾
中
互
に
相
識
る

を
好
機
会
と
し
、
学
余
の
時
を
偸
ん
で
実
業
の
要
を
取
り
調
べ
、
互
い
に
そ
の
知
る
所
を
語
り
、
ま
た
は
書
に
つ
い
て
こ
れ

を
求
め
、
切
磋
琢
磨
の
間
に
相
識
の
情
を
厚
く
し
、
業
成
り
家
に
帰
る
後
は
長
く
旧
友
の
好
を
存
し
、
互
い
に
気
脈
を
通
じ

て
利
益
を
得
ん
と
す
る
の
目
的
に
し
て
、
老
生
の
最
も
賛
成
す
る
所
な
り
。（
中
略
）
父
母
祖
先
の
恩
沢
に
浴
す
る
こ
と
厚

き
身
分
な
れ
ば
、
そ
の
遺
産
を
大
切
に
し
て
守
る
べ
き
は
無
論
、
な
お
進
ん
で
経
営
し
て
ま
す
ま
す
家
道
の
隆
盛
を
謀
る
こ

そ
子
孫
た
る
者
の
本
分
な
れ
。
す
な
わ
ち
諸
君
が
今
日
俱
楽
部
結
合
の
挙
あ
る
も
、
そ
の
目
的
は
こ
の
辺
り
に
あ
る
こ
と
な

ら
ん
と
老
生
の
あ
え
て
信
ず
る
所
な
り
。（
後
略
）

地
方
出
身
者
が
慶
應
義
塾
に
学
び
、
互
い
に
親
交
を
深
め
、
郷
里
に
戻
っ
て
家
業
を
興
隆
さ
せ
た
後
も
、
互
い
に
気
脈
を
通
じ

て
相
互
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
商
業
俱
楽
部
の
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
自
分
は
全
面
的
に
賛
成
す
る
こ
と
を
福
沢
は
表
明
す
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
商
業
俱
楽
部
が
先
駆
け
と
な
っ
て
、
一
九
〇
〇
年
代
以
降
に
各
地
で
三
田
会
（
三
田
俱
楽
部
）
あ
る
い
は
慶
應

特集にあたって
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俱
楽
部
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
地
方
出
身
者
が
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
に
は
、
生
家
に
相
当
の
資
力
が
必
要
で
あ
り
、
幕
末
維
新
期
に
お
い
て
、
そ
の
よ

う
な
地
方
資
産
家
の
業
種
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
醸
造
業
で
あ
っ
た
。
醸
造
業
は
、
幕
末
維
新
期
の
日
本
で
最
大
の
生
産
額
を

示
す
産
業
で
あ
り
、
し
か
も
主
に
農
村
工
業
と
し
て
日
本
各
地
で
展
開
し
て
（
5
）

い
た
。
そ
し
て
福
沢
諭
吉
も
醸
造
業
の
振
興
に
は
深

い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
地
方
の
醸
造
家
の
近
代
化
へ
の
相
談
に
も
快
く
応
じ
て
（
6
）

い
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
一
八
八
〇
年
代
以

降
、
地
方
の
有
力
醸
造
家
の
子
弟
が
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

表
1
は
、
近
代
期
の
慶
應
義
塾
出
身
で
、
各
地
で
有
力
醸
造
家
と
な
っ
た
も
の
を
一
覧
に
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
家
業
が
醸
造

家
の
も
の
が
多
く
、
慶
應
義
塾
卒
業
後
に
郷
里
に
戻
っ
て
家
業
の
醸
造
業
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
商
業
俱
楽

部
は
一
八
九
二
年
に
設
立
さ
れ
、
八
〇
年
代
か
ら
増
え
た
地
方
出
身
の
平
民
入
塾
者
が
、
最
終
的
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
す
る
の
が

一
八
九
〇
年
前
後
と
考
え
ら
れ
、
九
〇
年
代
か
ら
表
1
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
が
増
大
す
る
。
な
お
、
卒
業
所
属
で
「
特
選
」
と
あ

る
の
は
、「
特
選
塾
員
」
を
意
味
す
る
。
慶
應
義
塾
に
卒
業
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
は
一
八
七
三
年
で
、
慶
應
義
塾
の
経
営
に
参

画
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
「
塾
員
」
が
八
九
年
の
慶
應
義
塾
規
約
で
定
め
ら
れ
た
。
塾
員
は
、
慶
應
義
塾
卒
業
生
、
卒

業
制
度
以
前
に
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
も
の
で
卒
業
相
当
と
認
め
ら
れ
た
特
選
塾
員
、
慶
應
義
塾
の
卒
業
生
で
は
な
い
が
、
義
塾
の

縁
故
者
で
功
績
の
あ
る
特
選
塾
員
か
ら
（
7
）

な
る
。

表
1
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
出
身
の
醸
造
家
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に
広
が
っ
て
お
り
、
醸
造
業
を
営
む
ば

か
り
で
な
く
、
帝
国
議
会
議
員
、
地
方
議
員
、
銀
行
役
員
な
ど
に
も
な
っ
て
お
り
、
地
域
経
済
・
地
方
政
治
の
担
い
手
で
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
一
八
九
〇
年
代
の
卒
業
生
は
、
伊
澤
平
太
郎
が
後
の
当
主
の
弟
、
濱
口
擔
も
濱
口
儀
兵
衛
家
の
分
家
、
中
埜
良
吉
が

婿
養
子
で
中
埜
又
左
衛
門
家
の
分
家
と
、
当
主
の
跡
取
り
よ
り
は
次
三
男
や
分
家
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
代
以
降
は
次
第

4



に
当
主
の
嫡
男
が
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
一
九
〇
九
年
卒
業
の
近
藤
利
兵
衛
、
一
四
（
大
正
三
）
年
の
肥
塚
儀
三
郎
は

有
力
醸
造
家
の
跡
取
り
で
、
中
埜
良
吉
の
本
家
の
当
主
中
埜
又
左
衛
門
も
一
七
年
に
特
選
塾
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
次
世
代
に
な

る
と
、
一
八
九
〇
年
代
は
当
主
の
弟
が
慶
應
義
塾
に
学
ん
だ
仙
台
の
伊
澤
家
も
、
当
主
の
嫡
男
の
平
勝
が
慶
應
義
塾
法
学
部
を
一

九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
卒
業
し
た
。

醸
造
業
と
並
ん
で
塾
員
名
簿
の
家
業
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
多
か
っ
た
の
が
、
林
業
関
係
で
あ
っ
た
。
表
2
は
、
近
代
期
の

慶
應
義
塾
出
身
で
、
各
地
で
林
業
や
材
木
商
を
営
ん
だ
も
の
を
一
覧
し
て
い
る
。
そ
の
嚆
矢
は
井
坂
直
幹
で
、
井
坂
が
慶
應
義
塾

卒
業
後
に
秋
田
県
能
代
の
製
材
業
界
で
活
躍
し
、
彼
を
中
心
と
し
て
中
小
の
製
材
業
者
が
合
同
し
て
能
代
製
材
合
資
会
社
を
設
立

し
、
そ
れ
が
後
に
秋
田
木
材
会
社
と
な
り
、
同
社
が
日
本
最
大
の
林
業
会
社
と
な
る
と
と
も
に
、
秋
田
木
材
会
社
に
慶
應
義
塾
出

身
者
が
関
わ
る
こ
と
に
な
（
8
）

っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
九
一
年
に
慶
應
義
塾
理
財
科
を
卒
業
し
た
清
水
栄
次
郎
は
大
阪
で
材
木
商
を
営

み
、
能
代
製
材
合
資
会
社
と
秋
田
杉
の
大
阪
で
の
一
手
販
売
契
約
を
結
び
、
そ
の
縁
で
清
水
栄
次
郎
は
秋
田
木
材
会
社
の
大
阪
支

店
長
と
な
り
、
後
に
秋
田
木
材
の
常
務
取
締
役
と
な
っ
た
。
秋
田
県
能
代
で
も
、
相
澤
治
一
郎
は
一
九
一
〇
年
に
慶
應
義
塾
法
律

科
を
卒
業
す
る
と
と
も
に
家
業
の
材
木
商
を
継
ぎ
、
秋
田
木
材
会
社
に
も
入
社
し
て
後
に
そ
の
社
長
と
な
っ
た
。

な
お
、
林
業
家
が
林
地
を
集
積
し
て
人
工
林
を
造
林
し
て
林
業
の
産
業
化
を
図
る
こ
と
は
、
近
世
期
は
江
戸
周
辺
・
畿
内
周
辺

な
ど
に
止
ま
り
、
近
代
初
頭
に
地
方
資
産
家
の
林
業
家
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
（
9
）

っ
た
。
し
か
し
近
代
に
入
り
、
山
林
が
国
有
林
と

民
有
林
に
分
離
さ
れ
、
入
会
権
の
あ
っ
た
共
有
林
に
も
個
別
所
有
権
が
及
ぶ
と
、
有
力
林
業
家
に
よ
る
林
地
集
積
が
一
九
〇
〇
年

代
に
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
都
市
化
に
よ
り
、
木
材
需
要
が
急
増
し
、
し
か
も
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
物
価

上
昇
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
の
林
業
家
の
林
地
が
大
規
模
に
伐
採
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
林
産
資
源
の
資
金
化
の
な

か
で
、
目
に
見
え
る
形
で
林
業
資
産
家
が
各
地
で
登
場
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
2
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
材
木
商
の
み
で
な
く
、
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林
業
家
の
子
弟
も
慶
應
義
塾
で
数
多
く
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
表
1
と
同
様
に
、
一
八
九
〇
年
代
は
、
粕
谷
貞
吉
が
当

主
の
弟
、
田
部
熊
之
助
も
当
主
の
弟
と
、
林
業
家
の
次
三
男
が
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
は

秋
田
県
の
村
山
金
之
助
、
和
歌
山
県
の
神
田
清
一
、
山
形
県
の
岸
英
一
な
ど
大
規
模
林
業
家
の
嫡
男
が
塾
員
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
大
規
模
林
業
家
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
農
地
改
革
が
林
地
を
対
象
外
と
し
た
た
め
、
広
大
な
林
地
を
所
有
し
続

け
、
慶
應
義
塾
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
基
本
財
産
と
し
て
林
地
に
着
目
（
10
）

し
た
。
慶
應
義
塾
出
身
の
林
業
家

は
、
塾
員
の
岸
英
一
を
中
心
に
林
業
三
田
会
を
組
織
し
て
い
た
が
、
慶
應
義
塾
か
ら
の
要
請
に
林
業
三
田
会
会
員
が
中
心
と
な
っ

て
応
じ
、「
財
団
法
人
福
澤
記
念
育
林
会
」
が
設
立
さ
れ
、
国
有
林
の
分
収
林
の
契
約
と
宮
城
県
南
三
陸
の
志
津
川
山
林
の
購
入

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
三
重
県
な
ど
で
山
林
の
寄
付
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
慶
應
義
塾
の
森
で
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に

「
福
澤
育
林
友
の
会
」
が
発
足
し
た
。
現
在
は
、
財
団
法
人
福
澤
記
念
育
林
会
は
解
散
さ
れ
て
、
分
収
林
や
所
有
林
を
慶
應
義
塾

に
寄
付
し
、
そ
れ
ら
が
慶
應
義
塾
の
学
校
林
と
な
っ
て
い
る
。

注（
1
）
木
山
実
・
大
島
久
幸
「
戦
前
期
商
社
業
界
に
お
け
る
学
閥
形
成
」、
平
野
隆
「
創
成
期
百
貨
店
の
慶
應
義
塾
出
身
経
営
者
た
ち
」、
三
科

仁
伸
「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
実
業
界
へ
の
人
材
供
給
」、
以
上
い
ず
れ
も
『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
七
巻
、
二

〇
二
一
年
に
所
収
。

（
2
）
小
川
原
正
道
編
『
独
立
の
す
す
め

福
沢
諭
吉
演
説
集
』
講
談
社
、
二
〇
二
三
年
、
九
〇
・
九
四
頁
。
福
沢
諭
吉
の
地
域
社
会
観
に
つ

い
て
は
、
石
井
寿
美
世
「
地
方
企
業
家
の
経
済
思
想
と
福
沢
諭
吉
の
地
方
観
」（
前
掲
『
近
代
日
本
研
究
』
第
三
七
巻
に
所
収
）
を
参
照
。

（
3
）
以
下
の
記
述
は
、
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集

3
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
二
二
年
、
九
五
―
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九
六
頁
の
「
慶
応
義
塾
入
社
生
徒
年
表
」「
慶
応
義
塾
入
社
生
徒
国
分
表
」
よ
り
計
算
し
て
示
し
た
。

（
4
）
前
掲
小
川
原
正
道
編
『
独
立
の
す
す
め

福
沢
諭
吉
演
説
集
』
二
四
五
頁
。

（
5
）
井
奥
成
彦
『
19
世
紀
日
本
の
商
品
生
産
と
流
通
―
―
農
業
・
農
産
加
工
業
の
発
展
と
地
域
市
場
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
を

参
照
。

（
6
）
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
『
盛
田
命
祺
東
行
日
記
』（
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
近
代
日
本
研
究
資
料
（
6
））
慶
應
義
塾
福

沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
な
ど
を
参
照
。

（
7
）
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
慶
応
義
塾
史
事
典
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二
―
二
三
、
五
一
六
―
五
一
七
頁
を
参
照
。

（
8
）
以
下
の
記
述
は
、
中
西
聡
「
近
代
日
本
に
お
け
る
林
業
会
社
の
経
営
展
開
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
一
五
巻
一
号
、
二
〇
二
二
年
）

を
参
照
。

（
9
）
以
下
の
記
述
は
、
中
西
聡
「
近
代
日
本
に
お
け
る
林
産
地
と
林
業
資
産
家
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
一
二
巻
四
号
、
二
〇
二
〇
年
）

を
参
照
。

（
10
）
以
下
の
記
述
は
、
林
業
三
田
会
会
員
の
吉
田
正
木
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
福
澤
育
林
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://ikurin.jp

）
も

参
照
。
吉
田
正
木
氏
を
は
じ
め
林
業
三
田
会
の
皆
様
、
そ
し
て
福
澤
育
林
友
の
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

特集にあたって
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表
1
近
代
日
本
に
お
け
る
慶
應
義
塾
出
身
主
要
醸
造
業
関
連
事
業
家
一
覧

金
額
の
単
位
：
円

氏
名

生
年
出
身
地
・
居
所
卒
業
所
属
年
次

家
業
（
会
社
）・
公
職
・
主
要
会
社
役
員
・
当
主
と
の
関
係

営
業
税
額

資
産
額

1907頃
1912頃

1920頃
1916頃

1928頃
1933頃

塩
路
彦
右
衛
門

1853
和
歌
山
県
御
坊
慶
應
義
塾

1874
酒
造
業
・
農
業
、
衆
議
院
議
員

34
91

加
藤
六
蔵

1858
愛
知
県
前
芝

慶
應
義
塾

1879
醬
油
醸
造
業
、
衆
議
院
議
員

66
宮
永
熊
吉

1864
大
分
県
中
津

慶
應
義
塾

1888
酒
造
業

29
62

92
森
田
庄
兵
衛

1862
和
歌
山
県
妙
寺
特
選

1890
酒
造
業
、
伊
都
銀
行
頭
取
、
貴
族
院
議
員

193
508

425
岩
崎
清
七

1864
栃
木
県
藤
岡

特
選

1890
醬
油
醸
造
・
穀
物
商
、
岩
崎
清
七
商
店
、
慶
應
義
塾
在
籍

214
1,059

○
80万

渡
邊
一
郎

1868
岐
阜
県
古
川

慶
應
義
塾

1890
酒
造
業
・
製
糸
業
、
町
会
議
員

26
94

91
岩
崎
為
三
郎

1865
栃
木
県
藤
岡

慶
應
義
塾

1891
醬
油
醸
造
業
、
岩
崎
醬
油
専
務
、
先
代
岩
崎
清
七
の
養
子

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

伊
澤
平
太
郎

1868
仙
台

慶
應
義
塾

1891
酒
造
業
、
伊
澤
平
左
衛
門
の
弟

90万
450万

500万
濱
口
擔

1872
和
歌
山
県
広

慶
應
義
塾

1891
醬
油
醸
造
業
、
ヤ
マ
サ
醬
油
取
締
役
、
先
代
儀
兵
衛
の
子
で
分
家

4,918
700万

600万
橋
本
太
吉

1872
広
島
県
尾
道

慶
應
義
塾

1891
酢
醸
造
、
衆
議
院
議
員
、
尾
道
米
穀
取
引
所
理
事

117
30

871
川
崎
秀
五
郎

1868
佐
賀
県
北
有
明
慶
應
義
塾

1891
酒
造
業
、
杵
島
郡
会
議
員

15
小
澤
猪
太
郎

1871
福
島
県
上
遠
野
慶
應
義
塾

1892
醬
油
醸
造
業

13
坂
口
太
兵
衛

1870
山
形
県
天
童

慶
應
義
塾

1892
酒
造
業
・
醬
油
醸
造
業
・
農
業

51
153

167
辰
馬
利
一

1871
兵
庫
県
西
宮

慶
應
義
塾

1893
酒
造
業
、
恵
美
須
銀
行
頭
取

1,476
170万

150万
多
田
次
郎
吉

1872
金
沢

慶
應
義
塾

1893
醬
油
醸
造
業
・
酒
造
業

32
47

中
埜
良
吉

1871
愛
知
県
半
田

慶
應
義
塾

1895
亀
甲
富
中
埜
醬
油
店
常
務
取
締
役
、
中
埜
銀
行
頭
取

50万
安
孫
子
久
右
衛
門

1862
山
形
県
寒
河
江
慶
應
義
塾

1895
酒
造
業

52
29

河
内
四
郎

1873
山
梨
県
韮
山

慶
應
義
塾

1895
酒
造
業

145
金
子
志
郎

埼
玉
県
戸
田

慶
應
義
塾

1895
味
噌
製
造
業

11
山
崎
市
治
郎

1875
新
潟
県
長
岡

慶
應
義
塾

1895
酒
造
業
、
山
崎
又
七
の
長
男

197
543

444
50万

濱
口
吉
右
衞
門

1863
東
京

特
選

1896
醸
造
問
屋
、
豊
国
銀
行
頭
取
、
貴
族
院
議
員
、
慶
應
義
塾
在
籍

249
510

3,093
500万

550万
笠
原
徳
一

1873
北
海
道
札
幌

慶
應
義
塾

1896
醬
油
醸
造
業
、
材
木
商
、（
笠
原
格
一
家
）

191
383

島
勢
吉

兵
庫
県
灘
新
在
家
慶
應
義
塾

1896
酒
造
業

76
今
井
雄
七

1878
東
京

慶
應
義
塾

1897
今
井
醸
造
専
務
、
今
井
商
店
社
長
、
今
井
藤
七
の
養
子

50万
300万

200万
武
安
恒
亮

1873
山
口
県
小
野

文
学
科

1897
酒
造
業

25
42

44
小
林
完
一

1878
山
梨
県
増
穂

慶
應
義
塾

1898
醬
油
醸
造
業
、
甲
府
電
車
軌
道
取
締
役
、
小
林
彦
太
郎
の
長
男

25
209

159
高
柳
尚
吉

1877
山
梨
県
韮
崎

慶
應
義
塾

1898
醬
油
醸
造
・
質
業
、
韮
崎
町
長

19
森
六
郎

1872
徳
島
県
松
茂

特
選

1899
藍
商
、
丸
久
醬
油
合
資
代
表
、
森
六
商
店
社
長

249
570

978
120万

130万
60万

菊
池
清
郎

1874
岩
手
県
十
二
鏑
特
選

1899
醬
油
醸
造
業
、
岩
手
銀
行
取
締
役

22
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土
橋
源
蔵

1876
長
野
県
上
諏
訪
特
選

1899
酒
造
・
醬
油
醸
造
業
、
信
州
銀
行
取
締
役
、
後
継
は
義
兄
四
郎

71
299

318
80万

100万
60万

坂
井
寛
美

1878
長
野
県
上
田

慶
應
義
塾

1899
酒
造
・
精
米
業

26
中
澤
彦
吉

1877
東
京

特
選

1903
酒
醬
油
問
屋
、
中
澤
保
全
合
名
社
長
、
慶
應
義
塾
在
籍

731
1,775

6,337
150万

星
野
半
六

1882
栃
木
県
大
田
原
理
財
科

1903
酒
造
業
、
星
野
産
業
銀
行
頭
取

89
449

221
三
輪
伝
七

1860
山
口
県
周
防

特
選

1906
酒
造
業
、
衆
議
院
議
員
、
防
長
漁
業
社
長

25
榊
原
由
平

1884
愛
知
県
半
田

慶
應
義
塾

1906
酒
造
・
醬
油
醸
造
業
、
榊
原
酒
醬
油
合
資
、
榊
原
由
一
の
長
男

139
38

101
近
藤
利
兵
衛

1886
東
京

理
財
科

1909
麦
酒
醸
造
業
、
近
藤
商
事
社
長
、
帝
国
酒
造
取
締
役

338
1,347

3,394
300万

420万
400万

村
瀬
小
右
衛
門

愛
知
県
布
袋

理
財
科

1909
酒
造
業
、
山
星
酒
造

25
112

岩
崎
重
次
郎

1887
千
葉
県
銚
子

政
治
科

1910
醬
油
醸
造
業

388
2,422

386
85万

島
田
清
三

1885
栃
木
県
植
野

理
財
科

1910
酒
造
業
、
島
田
嘉
内
の
弟

58
224

黄
金
井
為
造

1865
神
奈
川
県
玉
川
特
選

1911
酒
造
業
、
神
奈
川
県
酒
造
組
合
長
、
日
本
醸
造
協
会
理
事

43
60万

伊
藤
益
蔵

広
島
県
庄
原

特
選

1911
酒
造
業

23
58

63
高
橋
彌
次
右
衛
門

1888
栃
木
県
今
市

理
財
科

1911
醬
油
醸
造
業
、
高
橋
彌
次
平
の
長
男

53
153

100万
大
矢
知
金
七
郎

三
重
県
八
郷

理
財
科

1911
酒
造
業

18
82

和
田
寛
次
郎

1888
青
森
県
五
戸

理
財
科

1914
醬
油
醸
造
業
、
和
田
醬
油
取
締
役

72
200

中
井
新
右
門

1890
東
京

理
財
科

1914
酒
類
問
屋
、
中
井
銀
行
頭
取

664
1,235

3,076
500万

本
間
保
次
郎

1890
北
海
道
小
樽

法
律
科

1914
酒
造
業
、
呉
服
商
、
本
間
賢
次
郎
の
弟

103
228

肥
塚
儀
三
郎

1891
大
阪
・
大
阪
府
堺
理
財
科

1914
酒
造
業
、
出
身
は
長
崎
県
、
肥
塚
源
次
郎
の
息
子

338
1,247

957
150万

230万
200万

平
賀
千
代
吉

1892
岩
手
県
花
巻

理
財
科

1915
醬
油
醸
造
業
、
平
賀
か
よ
の
夫

29
○

115
庄
司
信
吾

1892
山
形
県
大
石
田
政
治
科

1916
農
業
、
酒
造
業
、
北
郡
製
糸
社
長
、
庄
司
三
郎
の
五
男

18
92

中
埜
又
左
衛
門

1888
愛
知
県
半
田

特
選

1917
酢
醸
造
業
、
中
埜
酢
店
社
長
、
中
埜
貯
蓄
銀
行
頭
取

979
2,407

2,381
100万

540万
450万

島
田
常
敏

1893
山
口
県
下
関

理
財
科

1917
酒
類
問
屋
業
、
島
田
定
吉
の
養
子

39
125

325
河
相
壽
太
郎

1894
広
島
県
福
山

理
財
科

1918
醬
油
醸
造
業
、
河
相
三
郎
の
息
子

185
113

岩
崎
清
一
郎

1896
栃
木
県
藤
岡

法
律
科

1918
磐
城
セ
メ
ン
ト
社
長
、
岩
崎
清
七
の
長
男

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

中
島
滋

茨
城
県
舟
島

理
財
科

1919
醬
油
醸
造
業

55
武
藤
嘉
一

1897
岐
阜
県
大
垣

理
財
科

1920
清
酒
醸
造
業
・
肥
料
商
・
セ
メ
ン
ト
商
、
武
藤
嘉
門
の
息
子

90
井
上
善
右
衛
門

1896
宮
崎
県
延
岡

理
財
科

1920
酒
造
業
、
井
上
松
三
郎
の
弟

60
江
川
徳
治

福
島
県
松
山

理
財
科

1920
酒
造
業
、
江
川
酒
造
店
合
資
代
表
、（
江
川
清
三
郎
家
）

139
佐
藤
洋
之
助

1894
茨
城
県
古
河

特
選

1921
酒
・
醬
油
問
屋
、
衆
議
院
議
員
、
佐
藤
長
之
助
の
長
男

17
128

茂
木
信
太
郎

1895
千
葉
県
野
田

特
選

1921
醬
油
醸
造
業
、
野
田
醬
油
取
締
役
、
茂
木
勇
右
衞
門
の
長
男

160
729

店
網
鐵
三
郎

茨
城
県
古
河

特
選

1921
醬
油
醸
造
業

76
三
品
章
正

名
古
屋

特
選

1921
酒
類
製
造
業
、
三
品
盛
太
郎
は

1906
年
慶
應
理
財
科
卒

17
日
下
晃
次
郎

1894
広
島
県
三
津

理
財
科

1921
酒
造
業
、
日
下
賛
三
の
次
男

59

特集にあたって
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小
栗
敬
五
郎

1896
愛
知
県
半
田

理
財
科

1921
醬
油
醸
造
業
・
肥
料
商
、
萬
三
商
店
取
締
役
、
三
郎
の
息
子

780
3,110

6,782
50万

200万
300万

池
野
庫
蔵

1899
新
潟
県
長
岡

理
財
科

1921
醬
油
味
噌
醸
造
業
、
池
野
忠
吉
の
娘
婿

96
157

野
村
隆
二

1896
愛
知
県
田
原

理
財
科

1921
醬
油
醸
造
業
、
野
村
重
兵
衛
家
の
次
男

70
307

井
狩
平
九
郎

1897
茨
城
県
下
館

理
財
科

1922
酒
造
業

90
287

富
安
重
行

1895
福
岡
県
城
島

政
治
科

1922
酒
造
業
、
富
安
合
名
代
表

110
236

100万
150万

辻
七
兵
衛

1898
石
川
県
粟
崎

経
済
学
部

1923
醬
油
醸
造
業
、
辻
七
醬
油
合
名
代
表

91
284

○
堀
越
孝
次
郎

1899
東
京

経
済
学
部

1923
酒
問
屋
業

83
274

1,979
120万

80万
茂
木
房
五
郎

1893
千
葉
県
野
田

特
選

1924
醬
油
醸
造
業
、
野
田
醬
油
社
長
、
弟
芳
次
郎
が
慶
應
経
済
卒

542
1,825

55万
70万

200万
宮
本
正
治
郎

水
戸

特
選

1924
酒
造
・
醬
油
醸
造
業

350万
渡
邊
久
衛

1898
岐
阜
県
古
川

法
学
部

1924
酒
造
業
、
町
会
議
員
、
渡
邊
一
郎
の
長
男

前
掲

前
掲

前
掲

田
村
吉
兵
衛

1901
盛
岡

経
済
学
部

1924
酒
造
業
、
田
村
儀
兵
衛
の
次
男

21
八
木
幸
彦

1901
奈
良

経
済
学
部

1925
酒
造
業
、
八
木
千
之
助
の
娘
婿

64
257

221
水
谷
源
二
郎

1902
愛
知
県
西
枇
杷
島
経
済
学
部

1925
醬
油
醸
造
業
、
水
谷
源
助
の
息
子

52
304

274
渡
部
又
八

1868
福
島
県
田
島

特
選

1927
酒
造
業
、
田
島
銀
行
頭
取
、
田
島
水
力
電
気
社
長

137
207

201
70万

川
上
亮
太
郎

1900
愛
媛
県
宇
和

経
済
学
部

1927
醸
造
業
、
川
上
柳
四
郎
の
長
男
庫
太
郎
の
長
男

16
北
野
幸
也

1903
埼
玉
県
水
富

経
済
学
部

1927
醬
油
醸
造
業
、
北
野
正
兵
衛
の
長
男

56
○

91
白
井
吉
之
助

1901
福
島
県
永
井
野
法
学
部

1927
酒
造
・
醬
油
醸
造
業
、
白
井
泰
蔵
の
養
子
栄
一
の
娘
婿

47
129

石
川
眞
作

1906
東
京
府
熊
川

高
等
部

1927
酒
造
業
、
石
川
彌
八
郎
の
長
男
泰
助
の
長
男

241
菅
井
與
左
衛
門

1884
千
葉
県
佐
原

特
選

1928
醬
油
醸
造
業

153
613

546
65万

80万
70万

安
斎
豊
吉

1900
東
京

特
選

1928
味
噌
製
造
業

232
間
淵
重
郎

静
岡
県
浜
松

経
済
学
部

1928
醬
油
味
噌
醸
造
業
、
間
淵
商
店
合
名
、
後
継
は
栄
一
郎

854
100万

佐
々
木
重
兵
衛

1898
仙
台

特
選

1929
仙
台
味
噌
醬
油
社
長
、
東
北
実
業
銀
行
取
締
役

309
50万

320万
60万

水
野
正
義

1906
香
川
県
小
豆
郡
西
高
等
部

1929
醬
油
醸
造
業
、
水
野
邦
次
郎
家
の
長
男

35
190

165
辰
馬
力

1896
兵
庫
県
西
宮

特
選

1930
酒
造
業
、
辰
馬
本
家
酒
造
社
長
、
辰
馬
利
一
の
長
男

前
掲

前
掲

前
掲

國
分
貫
一

1907
三
重
県
・
東
京
経
済
学
部

1930
醸
造
業
、
国
分
商
店
社
長
、
國
分
勘
兵
衛
の
長
男

744
2,614

14,033
100万

600万
800万

河
北
俊
弼

1907
福
岡
県
山
春

経
済
学
部

1930
酒
造
業
・
製
茶
業
、
河
北
俊
義
の
長
男

26
102

88
坂
口
太
美

山
形
県
天
童

高
等
部

1930
酒
造
業
、（
坂
口
太
兵
衛
家
か
）

前
掲

前
掲

前
掲

紅
野
雄
吉

1908
兵
庫
県
西
宮

法
学
部

1932
酒
造
業
、
紅
野
平
左
衛
門
の
兄
の
孫

588
100万

70万
中
村
高
保

1911
福
岡
県
大
溝

高
等
部

1932
酒
造
業
、
中
村
常
太
郎
の
長
男

144
420

369
濱
口
祐
三

1910
東
京

経
済
学
部

1933
醸
造
品
問
屋
、
廣
屋
商
店
専
務
、
吉
右
衞
門
の
兄

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

伊
澤
平
勝

1910
仙
台

法
学
部

1934
酒
造
業
、
伊
澤
合
資
代
表
、
伊
澤
平
左
衛
門
の
孫

211
前
掲

前
掲

前
掲

安
藤
安
太

兵
庫
県
大
久
保
経
済
学
部

1934
酒
造
業

137
804

緒
方
求
也

1911
熊
本
県
隈
庄

法
学
部

1934
酒
造
業
、
南
薫
酒
造
株
式
会
社
、
緒
方
求
太
郎
の
長
男

40
136

115
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佐
藤
秀
一

1911
岩
手
県
千
厩

高
等
部

1934
酒
造
業
、
鉱
業
、
佐
藤
秀
平
の
長
男

256
高
田
峯

1911
大
分

法
学
部

1935
清
酒
醸
造
業
、
高
田
保
の
三
男

34
185

202
鈴
木
廉
平

三
重
県
四
日
市
高
等
部

1935
酒
造
業

45
124

154
光
町
傳
質

1908
広
島
県
福
木

法
学
部

1936
酒
造
業
、
光
町
英
太
郎
の
長
男

26
94

104
濱
口
吉
右
衞
門

1912
和
歌
山
県
広

経
済
学
部

1936
醬
油
醸
造
業
、
銚
子
醬
油
社
長
、
祐
三
の
弟

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

濱
口
五
郎

1912
千
葉
県
銚
子

経
済
学
部

1936
濱
屋
商
事
代
表
取
締
役
、
兄
儀
兵
衛
が
ヤ
マ
サ
醤
油
社
長

4,918
700万

600万
肥
塚
安
雄

1914
大
阪
府
堺

経
済
学
部

1936
酒
造
業
、
肥
塚
酒
造
店
、
肥
塚
源
次
郎
の
孫

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

前
掲

川
村
政
治

1909
福
井
県
小
浜

経
済
学
部

1936
酒
造
業
、
川
村
辰
之
助
の
次
男

72
67

重
森
拡

1915
広
島
県
上
下

高
等
部

1936
酒
造
業
、
重
森
操
の
次
男
健
の
次
男

21
藤
崎
政
太
郎

1909
群
馬
県
高
崎

経
済
学
部

1937
酒
造
業
、
出
身
は
滋
賀
県
、
藤
崎
摠
兵
衛
の
長
男

12
258

369
沓
掛
敏
行

1917
長
野
県
塩
尻

高
等
部

1938
酒
造
業
、
沓
掛
正
一
の
次
男

124
茂
木
新
七

1914
千
葉
県
野
田

経
済
学
部

1938
醬
油
醸
造
業
、
ヒ
ゲ
タ
社
長
、
濱
口
吉
兵
衛
の
娘
婿

740
2,924

200万
200万

（
出
所
）
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
全

5
巻
、
慶
應
義
塾
、
1986

年
、
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
三
田
商
業
研
究
会
、
1909

年
、
時
事
通
信
社
編
纂
局
編
『
代
表
的
人
物
及
事
業
』
時
事
通
信
社
、
1913

年
、
実
業
之
世
界
社
調
査
部
編
『
大
日
本
実
業
家
名
鑑
』
上
下
巻
、
実
業
之
世
界
社
、
1919

年
、
人
事
興
信
所
編
『
人
事
興
信
録
（
第

1・
4・

8
版
）』
人
事
興
信
所
、
1903・

15・
28
年
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）、
猪
野
三
郎
編
『
大
衆
人
事
録
（
昭
和

3
年
版
）』

帝
国
秘
密
探
偵
社
・
帝
国
人
事
通
信
社
、
1927

年
、
猪
野
三
郎
編
『
大
衆
人
事
録
（
第

12
版
）』
帝
国
秘
密
探
偵
社
・
国
勢
協
会
、
1937

年
、
大
正

13
年

9
月
・
昭
和

4
年

10
月
・
昭
和

17
年

12
月
『
慶
應
義
塾
塾
員
名
簿
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）、
竹
内
甲
子
雄
編
『
財
界
家
系
図
』
人
事
興
信
所
、
1956

年
、
三
鬼
陽
之
助
監
修
『
現

代
財
界
家
系
譜
』
現
代
名
士
家
系
譜
刊
行
会
、
1968

年
、
大
星
義
明
編
『
財
界
家
系
譜
大
観
』
現
代
名
士
家
系
譜
刊
行
会
、
1977

年
、
佐
藤
朝
泰
『
豪
閥
』
立
風
書
房
、

2001
年
、
菊
池
浩
之
『
47
都
道
府
県
別
日
本
の
地
方
財
閥
』
平
凡
社
、
2014

年
、
明
治

40・
41・

大
正

3・
10
年
版
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
商
工
社
、
渋
谷
隆
一

編
『
大
正
・
昭
和
日
本
全
国
資
産
家
・
地
主
資
料
集
成
』
第

1
巻
、
柏
書
房
、
1985

年
、
石
井
寛
治
『
資
本
主
義
日
本
の
地
域
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
2018

年
、
附

録
よ
り
作
成
。『
人
事
興
信
録
』
に
つ
い
て
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
「
日
本
研
究
の
た
め
の
歴
史
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
構
築
・
公
開
を
進
め
て
い
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
。

（
注
）
掲
載
対
象
範
囲
は
、
創
業
家
の
当
主
の
家
族
と
当
主
家
に
近
い
親
族
で
、
卒
業
所
属
欄
の
特
選
は
特
選
塾
員
を
示
す
。
な
お
氏
名
は
卒
業
時
で
は
な
く
、
経
営
し
た
時

期
を
示
し
た
。
生
年
の
空
欄
は
生
年
が
不
明
の
場
合
。
営
業
税
・
資
産
額
は
当
主
家
の
金
額
。
○
は
出
所
資
料
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
営
業
税
額
が
不
明
の
場
合
。
1920

年
頃
の
営
業
税
額
は
北
海
道
と
愛
媛
県
は
不
明
（
以
上
は
、
表

2
も
同
じ
）。
本
表
で
は
、
1942

年
ま
で
に
慶
應
義
塾
の
塾
員
と
な
り
、
醸
造
業
関
連
の
家
業
（
会
社
）
の

経
営
に
中
心
と
な
っ
て
携
わ
っ
た
者
で
表
で
示
し
た
年
次
の
営
業
税
額
や
資
産
額
が
判
明
し
た
も
の
を
示
し
た
（
三
大
財
閥
は
除
く
）。
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表
2
近
代
日
本
に
お
け
る
慶
應
義
塾
出
身
主
要
林
業
関
連
事
業
家
一
覧

金
額
の
単
位
：
円

氏
名

生
年
出
身
地
・
居
所
卒
業
所
属
年
次

家
業
（
会
社
）・
公
職
・
主
要
会
社
役
員
・
当
主
と
の
関
係

営
業
税
額

資
産
額

1907頃
1912頃

1920頃
1916頃

1928頃
1933頃

井
坂
直
幹

1860
水
戸

慶
應
義
塾

1884
秋
田
木
材
社
長

前
山
辰
吉
郎

1863
千
葉
県
八
街

慶
應
義
塾

1885
木
材
業

塩
谷
五
十
足

1864
群
馬
県
太
田

慶
應
義
塾

1888
農
業
・
林
業
、
衆
議
院
議
員

牧
野
彦
太
郎

1867
岐
阜
県
付
知

慶
應
義
塾

1890
農
林
業

熊
谷
銕
太
郎

1870
岐
阜
県
付
知

慶
應
義
塾

1890
材
木
商
・
農
業
、
付
知
銀
行
取
締
役

清
水
栄
次
郎

1870
大
阪

理
財
科

1891
材
木
商
・
林
業
、
清
水
土
地
植
林
、
店
は
益
治
郎

21
335

584
120万

470万
澁
谷
季
五
郎

1865
熊
本
県
一
武

慶
應
義
塾

1891
農
林
業
、
郡
畜
産
組
合
長
、
肥
後
山
林
会
評
議
員

奥
崎
嘉
作

1866
青
森
県
高
田

慶
應
義
塾

1891
農
業
・
林
業

粕
谷
貞
吉

1870
名
古
屋

慶
應
義
塾

1892
林
業
・
農
業
、
粕
谷
縫
右
衛
門
の
弟
、
妻
は
諸
戸
家

76
340

○
50万

150万
100万

池
田
保
平

1871
静
岡
県
掛
塚

慶
應
義
塾

1892
材
木
商
・
回
漕
業
、
遠
州
木
材
専
務
、
池
田
藤
七
の
長
男

31
安
宅
安
吉

1871
新
潟

慶
應
義
塾

1892
材
木
商
・
養
鶏
業

奥
村
栄
喜
弥

1867
長
野
県
松
本

慶
應
義
塾

1892
木
材
輸
出
商

柴
田
鶴
蔵

1869
鳥
取

慶
應
義
塾

1892
材
木
商
・
林
業

田
部
熊
之
助

1872
島
根
県
吉
田

慶
應
義
塾

1893
農
業
、
林
業
、
金
物
商
、
田
部
長
右
衛
門
の
弟

383
357

300万
1,000万

4,000万
浅
見
竹
之
助

1874
岐
阜
県
岩
村

慶
應
義
塾

1894
肥
料
商
・
製
材
製
板
業
、
岩
村
電
気
鉄
道
取
締
役

盛
岡
隆
吉

1870
和
歌
山
県
九
重
慶
應
義
塾

1895
林
業
・
材
木
商
、
那
智
水
力
電
気
社
長

竹
内
祐
造

富
山
県
布
瀬

慶
應
義
塾

1896
製
材
業

渡
邊
篤
太
郎

1878
新
潟
県
三
条

慶
應
義
塾

1897
材
木
商
、
北
越
商
業
銀
行
取
締
役

前
島
丈
之
助

1872
岐
阜
県
下
麻
生
理
財
科

1898
材
木
商
、
前
島
合
資
社
員

123
359

松
永
安
左
ヱ
門

1875
大
阪

慶
應
義
塾

1898
石
炭
・
材
木
商
、
福
松
商
会

114
176

鈴
木
宗
夫

1879
静
岡
県
下
狩
野
慶
應
義
塾

1898
農
業
・
林
業
、
富
士
銀
行
取
締
役

唐
澤
為
一
郎

1873
群
馬
県
羽
根
尾
慶
應
義
塾

1898
林
業
・
養
蚕
業

日
下
部
武
六

1880
岐
阜
県
菅
田

慶
應
義
塾

1898
材
木
伐
出
業
、
日
下
部
合
名
、
上
之
保
電
気
社
長

165
○

宮
崎
正
一

1876
北
海
道
湧
別

慶
應
義
塾

1898
農
業
・
鉱
業
・
製
材
業
・
缶
詰
製
造
業

高
橋
長
七
郎

1875
宮
城
県
志
津
川
特
選

1899
農
林
業

100万
岩
城
一

1876
徳
島
県
羽
ノ
浦
慶
應
義
塾

1902
材
木
商

上
田
源
三
郎

1879
兵
庫
県
御
影

理
財
科

1903
鉱
業
・
織
物
業
、
上
田
鉱
業
社
長
、
上
田
林
業
社
長

70万
200万

50万
服
部
小
十
郎

1880
名
古
屋

慶
應
義
塾

1904
材
木
商
、
衆
議
院
議
員

220
412

526
250万

守
屋
壽
三
郎

1878
岡
山
県
大
井

理
財
科

1907
林
業
・
材
木
商

黒
田
吉
治

1882
長
野
県
飯
田

理
財
科

1907
材
木
商
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平
塚
喜
市
郎

1883
宮
城
県
石
巻

理
財
科

1908
農
業
・
林
業
・
呉
服
商
、
平
塚
喜
兵
衛
の
養
子

153
456

561
55万

相
澤
治
一
郎

1885
秋
田
県
能
代

法
律
科

1910
材
木
商
、
相
澤
商
店
合
資
、
秋
田
木
材
社
長

156
70万

矢
野
時
二
郎

大
阪

法
律
科

1910
材
木
問
屋

古
川
精
一

佐
賀

政
治
科

1910
農
林
業
、
出
身
地
は
千
葉
県

土
井
左
門

1886
三
重
県
尾
鷲

理
財
科

1911
植
林
業
、
尾
鷲
印
刷
合
資
代
表
、
土
井
忠
兵
衛
の
弟

22
58

250万
50万

井
上
信
太
郎

1888
大
阪

理
財
科

1912
井
上
松
商
店
木
材
部
代
表

28
83

169
若
林
亀
之
助

1889
東
京

理
財
科

1912
材
木
問
屋
、
若
林
保
全
合
資
代
表
、
大
次
郎
も
慶
應
出
身

43
153

298
150万

220万
300万

平
本
文
平

神
奈
川
県
串
川
理
財
科

1913
林
業

内
山
竹
蔵

1891
静
岡
県
二
俣

理
財
科

1914
材
木
商
、
内
山
又
十
の
息
子

83
伊
藤
義
左
衛
門

山
形
県
山
口

理
財
科

1915
農
林
業

石
井
貞
吉

神
奈
川
県
川
崎
理
財
科

1916
材
木
商
、
石
井
材
木
店
合
名

214
○

大
岩
儀
助

静
岡
県
島
田

理
財
科

1916
材
木
商
、
出
身
は
北
海
道

神
田
辨
治

山
口
県
柳
井

理
財
科

1916
木
材
業

原
田
清

愛
知
県
本
郷

理
財
科

1918
農
林
業

明
石
正
亮

静
岡
県
清
水

理
財
科

1918
木
材
業

和
田
重
義

大
分
県
前
津
江
理
財
科

1919
林
業

船
岡
忠
男

広
島
県
呉

理
財
科

1919
木
材
販
売
、
土
木
請
負
業

鈴
木
清
吉

東
京

理
財
科

1919
木
材
販
売
業

95
谷
内
多
聞

高
知
県
在
暦

法
律
科

1920
農
林
業

加
藤
岩
吉

1888
札
幌

特
選

1921
薪
炭
木
材
商

61
加
藤
義
一

1895
愛
知
県
豊
橋

特
選

1921
材
木
商
、
新
橋
製
材
所
常
務
取
締
役

553
森
本
良
蔵

宮
崎
県
大
淀

特
選

1921
材
木
・
木
炭
商
、
倉
庫
業

杉
浦
利
作

1891
静
岡
県
二
俣

特
選

1921
製
材
業

神
山
誉

栃
木
県
澤
山

特
選

1921
植
林
業

鈴
木
健
治

神
奈
川
県
鎌
倉
理
財
科

1921
山
林
業

樫
根
三
郎

奈
良
県
北
葛
城
郡
法
律
科

1921
鉱
業
・
植
林
業

尾
崎
孝
一

1898
静
岡

政
治
科

1922
林
業

中
澤
幾
雄

北
海
道
小
樽

理
財
科

1922
木
材
商

坂
本
治

徳
島
県
辻

経
済
学
部

1923
木
材
板
商

岡
部
虎
一

広
島
県
呉

経
済
学
部

1923
材
木
商

吉
松
亭
二
郎

宮
崎
県
福
島

法
学
部

1923
林
業

松
井
謙
保

1877
静
岡
県
深
良

特
選

1924
製
材
業
、
内
外
編
物
取
締
役
、
特
殊
製
紙
取
締
役

58
堀
江
徳
司

埼
玉
県
梅
園

経
済
学
部

1924
材
木
商

松
月
仁
志
夫

群
馬
県
太
田

経
済
学
部

1925
材
木
商

特集にあたって
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平
田
次
六

1897
新
潟
県
津
川

法
学
部

1925
山
林
業
・
漁
業
・
農
業
、
平
田
豊
次
郎
の
長
男

200万
村
山
金
之
助

1893
秋
田
県
土
崎

特
選

1926
林
業
、
出
羽
林
業
、
慶
應
義
塾
在
籍
、
後
継
喜
一
郎

47
3,283

○
70万

90万
150万

木
原
鹿
太
郎

1900
奈
良
県
磐
城

経
済
学
部

1926
森
林
業
、
木
原
吉
太
郎
の
長
男

神
田
清
一

1903
和
歌
山
県
串
本
法
学
部

1927
植
林
業
、
神
田
清
右
衛
門
の
長
男

70万
120万

50万
長
井
始
郎

1903
三
重
県
三
郷

経
済
学
部

1928
山
林
業
、
長
井
甚
三
郎
の
長
男
、（
長
井
為
助
家
）

68
野
口
源
一
郎

前
橋

経
済
学
部

1928
材
木
商

隅
元
保

山
口
県
広
瀬

経
済
学
部

1928
農
林
業

徳
富
貞
四
郎

熊
本
県
田
清

高
等
部

1928
農
林
業

平
田
富
彌

新
潟
県
津
川

特
選

1929
農
林
業

中
西
秀
三

広
島

高
等
部

1929
材
木
商
、
中
西
材
木
店
合
名

小
玉
滴
之
助

宮
崎
県
飫
肥

高
等
部

1930
材
木
商

大
前
靖

和
歌
山
県
下
里
高
等
部

1931
木
材
・
木
炭
商

鈴
木
正
道

1908
東
京

法
学
部

1932
林
業
、
鈴
木
保
全
合
資

70万
植
村
保

三
重
県
船
津

法
学
部

1932
林
業

福
川
陸
平

1911
東
京

経
済
学
部

1933
山
五
林
業
会
社
、
静
岡
県
出
身
、
福
川
忠
平
の
長
男

300万
岡
正
吉

秋
田

高
等
部

1933
農
林
業

森
田
俊
郎

1909
山
形
県
鶴
岡

高
等
部

1933
材
木
商
、
森
田
三
郎
右
衛
門
の
長
男

29
66

161
木
下
伊
平

1907
京
都

法
学
部

1934
山
林
業
、
出
身
は
和
歌
山
県

120万
國
分
栄
太
郎

1910
津

経
済
学
部

1934
材
木
商
、
國
分
市
太
郎
の
長
男

43
366

453
岸
英
一

1911
山
形
県
金
山

経
済
学
部

1934
農
林
業
、
岸
三
郎
兵
衞
の
長
男

29
○

64
100万

300万
大
路
康

和
歌
山
県
新
宮
高
等
部

1934
林
業

澤
木
元
吉

1910
秋
田
県
船
川

経
済
学
部

1935
森
林
業
、
澤
木
晨
吉
の
孫

80万
70万

田
口
昇
一

静
岡
県
上
阿
多
古
経
済
学
部

1940
植
林
業

新
田
祐
一

1919
北
海
道

経
済
学
部

1942
新
田
ベ
ニ
ヤ
工
業
監
査
役
、
父
愛
祐
が
同
社
社
長

山
岸
兼
治

福
岡

法
学
部

1942
林
業

（
出
所
）
表

1
と
同
じ
。

（
注
）
本
表
で
は
、
1942

年
ま
で
に
慶
應
義
塾
の
塾
員
と
な
り
、
林
業
・
材
木
商
の
家
業
（
会
社
）
の
経
営
に
中
心
と
な
っ
て
携
わ
っ
た
者
を
示
し
た
（
三
大
財
閥
は
除

く
）。
松
永
安
左
ヱ
門
の

1920
年
頃
の
営
業
税
額
は
福
松
商
会
博
多
支
店
分
。
東
京
府
出
身
・
居
所
の
者
は
営
業
税
額
か
資
産
額
が
判
明
し
た
者
の
み
示
し
た
。
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